
第１学年　国語科学習指導案

１　単元名  詩の心を読み取ろう   
    教材名  「竹」（「国語 １」光村図書）
「月夜の浜辺」「冬が来た」「心の空」（持ち込み教材）

２　言語活動とその特徴

　　　言語活動として、「語句や表現に着目しながら詩の表現の深さを味わい、鑑賞すること」を位置付けた。本単元でねらう「文脈の中における語句の意味を的確にとらえ、理解すること」「文章の構成や展開、表現の特徴について、自分の考えをもつこと」にふさわしい言語活動であると考えた。
３　単元設定の理由
（１）生徒について

生徒はこれまで、詩の形式や表現技法、詩の鑑賞について学習し、リズムをつかんで音読したり、語句や表現に着目しながら詩を読み味わったりすることを学んできている。しかし、感じたことなどを表現する際、浅く単純化した表現で済ませてしまう生徒が多く、読み取りも感覚的で、語句や表現の工夫から詩の世界を深く感じ取るところまでには至っていない。
そこで、本単元の学習を通して、短い形式の言葉の中に込められた作者の思いを、語句や表現の工夫に着目させながらイメージ豊かにとらえさせ、ものの見方、考え方を広げていきたいと考えている。

　　　
（２）単元構成について
　本単元では、「語句の効果的な使い方など、表現上の工夫に注意し、詩を鑑賞する力」をつけることをねらいとしている。一語一語の言葉、表現や構成の工夫に注目させながら、詩の世界を深く味わわせ、作者の思いに迫らせたいと考えている。教科書教材「竹」は、連用形の連続などの表現や連構成の工夫に気づかせ、竹に例えた人の生き方など、作者の思いを想像させるのに適当な教材である。さらに様々な作品に触れさせるために、「月夜の浜辺」「冬が来た」「心の空」の学習にも取り組ませ、詩の世界、作者の思いを深く味わわせたい。

　特に「心の空」は、２００７年、統合により新たなスタートを切った本校校歌として、大分市在住の劇作家・作詞家の岩郷友樹子氏によって作詞されたものである。詩の中に地域の魅力をちりばめながらこれからの生き方を歌った、岩郷氏の本校生徒へのメッセージである。比喩的に描かれた地域の様々な名所や風物を読み解きながら、作者の思いを受け止め、自身の生活や生き方について考えさせたい。地域の魅力にも改めて目を向け、本校地球未来科の学習にもつながる教材であると考えている。

　　　　     　
（３）指導について        
　　　指導にあたっては、単元を貫く言語活動として、「語句や表現に着目しながら詩の表現の深さを味わい、鑑賞すること」を位置づけ、常に表現を手がかりに詩を読み味わわせていく。その際、ワークシートの工夫により、語句や表現に着目させるようにしたい。発展として、「心の空」を部分ごと、グループごとに鑑賞させ、他グループと交流させることにより、より深く作者の思いに迫り、より深い読みにつなげていくとともに、自分自身の考えも広げ、深めたい。この時、ジグソー法を取り入れることにより、意欲的に読み、積極的に話し合う活動に取り組むとともに、作者の思いに深く迫ることができると考える。学習全体を通して、単元を貫く言語活動、目指す姿を明確にし、意識して取り組ませることで、意欲の喚起、継続を図りながら学習活動を進めていきたいと考えている。
４　単元の目標
（１）詩に親しみ、表現の深さに興味を持って詩を鑑賞することができる。  （関）

（２）詩の表現の深さを味わうとともに、語句や表現からイメージを広げ、自分なりに詩を鑑賞することが

できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｃ読（１）エ）　

（３）様々な詩のリズムに親しみ、詩に関する知識や技能を理解し、言語感覚を磨くことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（伝・国（１）イ（イ））

５　単元の評価規準  
	国語への関心・意欲・態度
	読む能力
	言語についての知識・理解・技能

	詩に興味を持ち、進んで詩に親しもうとしている。


	詩に用いられている語句や表現から情景や作者の心情を思い浮かべ、まとめている。

【Ｃ読（１）エ　】
	詩の基礎知識について理解し、語彙を増やし言語感覚を磨いている。
【伝・国（１）イ（イ）】



６　指導と評価の計画（全５時間）          　　　

	時
	主な学習活動
	指導上の留意点
	評　　価

	１
	・本単元の狙いを確認し、学習の見通しを持つ。
・「竹」を読み、詩の形式や表現の特徴、詩に込められた心情や情景を想像する。
	・学習の目当てと手順を示し、見通しを持たせる。

・本文を読ませ、詩の形式、表現の特色、語句や表現の工夫に着目させながらイメージした心情や情景についてノートにまとめさせる。
	・関心・意欲・態度

（ノートへの記述・観察）
・言語
（ノートへの記述・観察）

	２
	・「月夜の浜辺」「冬が来た」について、語句や表現を手がかりに鑑賞する。


	・グループごとに鑑賞したことをワークシートにまとめさせる。

・全体で交流し、それぞれの表現の工夫や心情、情景などについてまとめさせる。
	・読む
（ワークシートへの記述）
・言語
（ワークシートへの記述）

	３～５　（本時５／５）
	・「心の空」について、６グループに分かれ、それぞれが担当する部分について、情景や作者の思いについて考え、話し合う。   　　　　　  

・全体で交流し、描かれている安心院の魅力や作者の思いについて話し合い、まとめる。
	・１番～３番をそれぞれ２グループずつ分担し、表現や背景を手がかりに作者の思いに迫らせ、まとめさせる。　　　　　　　　　　

・自分たちが読み取ったことを発表させ、全体で作者の思いについて話し合い、まとめさせる。
	・読む（ワークシートへの記述・観察）




 ７　本時の指導（５/５）
 （１）本時の目標
        　詩に込められた作者の思いを、語句や表現から考え、まとめることができる。
 （２）本時の評価規準
　　　　詩に用いられている語句や表現から、情景を思い浮かべ、作者の思いを感じ取り、自分のことばでまと

めようとしている。

（３）展　開 
	時間
	学習活動
	指導上の留意点
	評　価

	２

１８


	１．学習内容を確認する。
	○本時の課題、流れを確認する。
	

	
	
	【課 題】 この詩には、岩豪さんのどんな思いが込められているだろうか。
	

	
	２．グループで考え、まとめたことを発表する。

　　


	○各グループが分担した部分の語句や表現から読み取ったことや感じたこと、それぞれの考える詩に込められた思いを発表させる。（１番～３番を２班ずつ分担）
・語句、表現の工夫を手がかりに情景や思いを想像することを押さえながら考えさせ、発表させる。

１番～「夢を掲げて友と歩こう」

２番～「命つないで共に歌おう」

　　３番～「翼広げて明日へ羽ばたく」
	

	２０

１０


	３．この詩全体を通し

て、どんな思いが込

められているか考

え、話し合う。

５．学習のまとめと振り返りをする。


	○「心の空はいつも青空」という表現について、個人→グループ→全体で考えさせ、作者の思い（メッセージ）について話し合わせる。


（例）

・心の中はいつも明るく前向きに行こう！

　・雨の日も風の日もあるが、心は晴れやかに行こう！

  ・いろんなことを乗り越え、凜として生きていこう！
　・ふるさとがいつも見守っている！

・表現を手がかりに、根拠をあげながら説明させる。

○３括出だされた意見をまとめ、確認する。


　まとめ
夢、絆を信じて　凜として生きていこう！

　　　　　ふるさとがいつも心の支えとなっていく。
　　　　　　　　　　　↑
作者・岩豪さんの安中生へのメッセージ

○単元の振り返りとして、グループや全体での学びを自分の言葉でまとめさせる。

・数人に発表させる。

・今後、語句や表現の工夫に着目して詩歌や文学作品を読み味わうこと、自分の表現活動に生かしていくことについて押さえる。


	・詩に用いられている語句や表現から情景や作者の心情を思い浮かべ、まとめている。

（記述・活動の観察）


（４）板書計画

	


夢、絆を信じて、凜として生きていこう！


　ふるさとがいつも心の支えとなっていく。


　　　　　　　　↑


　作者・岩豪さんの安中生へのメッセージ





まとめ





○安心院の魅力（名所・風物など）


　　・由布…


　　・朝霧…


　　・滝…


　　・太古の化石…


　・


・








○「心の空は　いつも青空」に込められた思い


・心の中はいつも明るく前向きに行こう！


　・雨の日も風の日もあるが、心は晴れやかに行こう！


  ・いろんなことを乗り越え、凜として生きていこう！


　・ふるさとがいつも見守っている！





〈授業の流れ〉


　①　グループごとに発表


　②「思い」について話し合い（個→班→全）


　③　まとめ





 この詩には、岩豪さんの


どんな思いが込められているだろうか。
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　　 詩の心を読み取ろう
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